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ルールは厳格、解釈には自由度あり

৹ࠪߨධᶃ 車検イベント ●車検リーダー 松浦 孝成（ງ৔੡࡞ॴ）

ɹࠓ೥の車検もࡢ೥ಉ༷、バラツキをなくし公平な৹ࠪを͏ߦ
ためʮࡋ定の平४Խʯとʮݫ正・ਝ速ʯを໨ඪに1೥間の׆動
をߦってきました。これらをୡ੒するため、࣍೥度車両の設計を
֬定する前に、ルールมߋ点のղઆ΍安全対ࡦにؔしての車検
。し、全ମのレベルΞップをਤってきました࠵शձを֤஍۠で開ߨ
またྫ೥܁りฦされた燃料࿙れ΍オイル࿙れによるトラブルを๾
໓するため、ؔ連部඼の検ࠪはಛにີݫにߦってきました。そ
の結Ռ、ੈքதでもݫしいとݴわれる೔ຊの車検で、ॻྨ௨過
�4チームத、車検௨過7�チームとい͏結Ռとなり、多くがʮ動
的৹ࠪʯにࢀՃできた͹かりか、火ࡂなどのॏ大トラブルもなく
大ձをऴえたことを͏れしくࢥいます。
ɹҰ方、ࠓ೥の大ձではւ֎チームがࡢ೥以上に༂ਐし、エ
ンデュランス৹ࠪではάループ"とάループBに多くのւ֎チー
ムが໊を連Ͷたとい͏࣮ࣄに஫໨す΂きです。೔ຊチームは֤

஍۠ࢼ૸ձにて໛ٖ車検をड
けますが、大ձ౰೔にॳめて
೔ຊのݫしい車検を௨過した
ւ֎チームのٕज़レベルは෠
れまͤΜ。ルールは֨ݫでも
ղऍにࣗ༝度あり。൴らはそ
れを࣮ફしているとݴえます。
車検௨過にۤ࿑した೔ຊチー
ムは、ࠓҰ度ルールをྑくಡ
Έ、どのよ͏な設計がٻめら
れているかチーム内でڞ有し、その上でࣗ༝なൃ૝をָしΜで
くͩ さい。
ɹʮݫ正ʯとʮਝ速ʯを࣮ફしていたͩいた多くの車検スタッフ、
ֶ生のօさΜにँײいたします。

静的イベントを振り返って

৹ࠪߨධᶄ 静的イベント ●静的イベントリーダー 林 裕人（๛田自動৫ػ）

ɹୈ15回�全೔ຊ�ֶ生フォーミュラ大ձがແࣄにऴわり、ホッと
しています。ࢀՃされたօ༷、1೥間おർれさまでした。
ɹ੩的৹ࠪにおいては、大きなトラブルなくऴྃしたと認ࣝして
います。֤৹ࠪ（コストと੡造、プレθンテーション、デβイン）
の内༰については、それͧれの৹ࠪリーダーのߨධを֬͝認く
ͩさい。
ɹࢲからは、気になった点を2つ঺հします。
ɹͻとつ໨は、վめて大ձのझࢫをཧղしてཉしいと͡ײまし
た。ຊ大ձຊདྷのझࢫはʮh ものͮくりʱの૯߹力を͏ڝʯと
あります。ʮタイムを出すʯͩけではないとい͏ことを࠶認ࣝし
てཉしいとࢥいます。
ɹ車に限らͣ、঎඼開ൃはʮاը（੡඼اը・ݪՁاը）ʯ、ʮࢼ
作・ධՁʯをܦて、ʮ量࢈・ൢചʯ΁と移ߦしていきます。これ
らは大ձにおけるఏ出෺΍৹ࠪの内༰に߹கしています。ͻと
つͻとつの過ఔを࣮ફすることで、チームとしても、ݸਓとして
も、Ұา前ਐできるとࢥいます。
ɹೋつ໨は、ఏ出ॻྨのෆ備です。࢒೦ながらҰ部のチーム

において、大ձ規ଇ΍ローカ
ルルールを֬認していないと
われるॻྨのෆ備がありまࢥ
した。その結Ռ、৹ࠪにӨڹ
している可ೳ性があります。
大ձのৼりฦりとして、大ࠓ
ձルールの֬࠶認と、ࣗ෼ୡ
のఏ出ॻྨにෆ備があったか
ど͏かの֬認をおئいします。
りฦさ܁大ձでಉ͡ミスを࣍
ないことが大੾です。
ɹࠓ大ձでྑい結Ռをͤ࢒たチームもそ͏でなかったチームも、
できたこと、できなかったことをৼりฦり、࣍大ձにऔり૊Μで
くͩ さい。すでに࣍大ձに޲けて׆動をスタートさͤているとࢥ
いますが、1DC"サイクルを回して、スパイラルΞップされるこ
とをظ଴しています。
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皆さんの飛躍を感じた動的イベント

৹ࠪߨධᶅ 動的イベント ●動的イベントリーダー 中澤 広高（本田技ज़研ڀॴ）

ɹୈ15回�全೔ຊ�ֶ生フォーミュラ大ձの動的イベントはఱީにܙ
まれ、ࢀՃチーム、৹ࠪスタッフにとって1೥間の׆動のू大੒と
なる大ձも、まわりの多くのօ༷の͝ڠ力により੝大な大ձとなり
ました。大มありがと͏͟͝いました。また、エンデュランスのラ
ンオーダーのൃදが大෯に஗くなり、ؔऀ܎のօ༷には大ม͝໎
࿭と͝৺഑をおかけいたしましたことをਂくお࿳ͼਃし上͛ます。
஗れる要Ҽとなった৽計ଌシステムのトラブル・出૸୆数、ޙࠓ
の૿大・&V૸ߦ時間࿮等についてվળをߦい、タイムリーなൃද
に౒めてࢀります。
ɹզʑは動的イベントにおいて、多くのチームが最ߴのパフォーϚ
ンスをൃشできるよ͏、限られたタイムスέジュールのதでより安
全に・よりਫ਼度よく・スムーζな৹ࠪを೦಄に置きऔり૊Έました。
回、多くのチームがΞクηラレーション・スキッドパッド・オートࠓ
クロスにࢀՃできるよ͏、�೔໨のスέジュールมߋをߦい、Ξク
ηラレーション：67チーム、スキッドパッド：66チーム、オートクロ
ス：76チーム、そしてエンデュランス：67チームと、ࢀՃԆ΂チ
ームはࡢ೥の216チームにൺ΂ࠓ೥は276チームと28%޲上しま
した。この結Ռは৹ࠪӡӦの౒力ͩけではなく、ࢀՃチームの車
両׬੒度の޲上・動的'4"&�3VMFsのख़知・ドライバースキルの
。ています͡ײ෺で、大෯なレベルΞップをࣀ上等による޲

ɹすでにチームのօさΜはདྷ೥
の大ձに޲け׆動しているとࢥ
いますが、ࠓの時ظはど し͏て
も車両のものͮくりが༏ઌされ
がͪです。�そのதで動的৹ࠪ
のݧܦ๛෋なઌഐドライバーが
ଔۀする前に、ドライϏンάス
キルをத৺に、 動的'4"&�
3VMFs・動的৹ࠪの流れ・安全
に速く૸らͤるためのϊウϋウ
等をઌഐドライバーからޙഐドライバー΁と఻ঝをߦって、དྷ೥の
動的イベントに๬Μでくͩ さい。
ɹۙ೥֤஍で開࠵される数多くのࢼ૸ձにより、車両の׬੒度が
にあたり安全の֬保を最༏ઌとࢪ૸ձの࣮ࢼ、上していますが޲
した計ըとӡӦをօさΜにおئいします。
ʠ安全なくしてֶ生フォーミュラの׆動はありまͤΜ。ʡ�
ɹ安全でॆ࣮したࢼ૸ձを͏ߦためにࢲたͪもڠ力いたします。
最ޙに、チームのօさΜがさらなるߴΈを໨ࢦし׆動し、དྷ೥も
チームが最ߴのパフォーϚンスを൸࿐してくれるのをָしΈにして
います。

静的イベントを振り返って

৹ࠪߨධᶆ コストと製造審査 ●コストと製造審査リーダー 鈴木 健（ϘϥϯςΟΞ）

ɹژ౎ܳ޻ણҡ大ֶのօさΜ�度໨の૯߹༏উと、コストと੡造
イベントのॳ༏উおめでと͏͟͝います。
ɹࠓ೥のコストと੡造イベントは、1位から�位まで�点ࠩの઀ઓで
した。そして、2位�位に౦ژ౎ࢢ大ֶと౦ژ೶޻大ֶがೖりまし
た。10೥ۙくの間コストと੡造イベントは੢ߴ౦௿が続いていま
したが、౦ژの2ߍが2位�位にೖり、10位以内をݟても、ؔ౦4
。͹しい限りですتしてきたことはࢄと෼ߍ�த部ߍ�੢ؔߍ
ɹຖ೥コストと੡造イベントでは、"ccVSBcZ�1PJOUsのඞ要性をݴ
ってきましたが、ࠓ೥は3FBM�CBsFについてߟえてΈましΐ͏ 。
ɹ೔ຊ大ձでの3FBM�CBsFは੡造ձࣾにೖࣾした৔߹に、࣮ࡍに
೥はࠓ。もら͏՝୊にしています（えてߟ）してݧこることをମى
わかり΍すいよ͏に՝୊にࡌهしましたが、ࣗ෼たͪで作੒したコ
ストレϙートにࡌهした部඼の構造΍プロηスをৼりฦり、՝୊（໰
୊）はԿかをࣗ෼で՝୊設定しなさい、そしてࣗ෼で設定した՝
୊のղܾҊをߟえてใࠂしなさい、とい͏内༰でした。
ɹとあるֶ生が৹ࠪһにฉきました。
ɹh 正ղはԿですかʁɦ

ɹ3FBM�CBsFに正ղはありまͤ
Μ。なͥなら͹ֶ生がコストレ
ϙートにࡌهした部඼の構造΍
プロηスはօҟなります。すな
わͪ、ݱঢ়の՝୊はօҟなり、
またそのղܾҊもԿにॏきを置
くかでมわってきます。ですか
らܾまった正ղはありまͤΜ。
ɹࠓ೥は3FBM�CBsFの࿩をしま
したが、いͪ͹Μは"ccVSBcZ�
1PJOUsがθロにならいこと。࣍にಉ͡機ೳでいかにCPsUを下͛る
か（CPsU�1PJOUs）がॏ要であることはมわりまͤΜ。དྷ೥こそ
は多くのチームが"ccVSBcZ�1PJOUsを࢒し、CPsU�1PJOUsでॱ位
૪いをしてくれることをظ଴します。
ɹまたདྷ೥もૉ੖らしい車とݩ気なօさΜに、エコパでおձいで
きることをָしΈにしています。
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新しいアイディアで審査員をうならせよう

৹ࠪߨධᶇ プレゼンテーション審査 ●プレゼンテーション審査リーダー 馬場 雅之（本田技ज़研ڀॴ）

ɹୈ15回大ձにおけるプレθンテーション৹ࠪは最ऴ的には��チ
ームを৹ࠪしました。ࠓ೥のҹ৅としては、D&-*V&3:΍V*46"-�
"*D4等のいわΏるプレθンテーションٕज़は全ମ的に大มレベル
が上がってきており、 ࠩがখさくなってきました。 ैって、
C0/5&/54のϢχークさ΍࿦ཧ的な構੒、2�"のద֬さ等が
ॱ位に大きくӨڹしました。
ɹ結Ռは1位：໊ݹ԰大ֶ&V、2位：ۚ୔ۀ޻大ֶ、�位：ਆށ
大ֶとなりました。
ɹ໊ݹ԰大ֶのプレθンテーションはམͪ着いてઆಘ力のあるし
Ό΂り方、スライドのわかり΍すさなどもありましたが、&Vのಛ௃
を生かしたϢχークなϚーέットઓུもߴಘ点に結ͼついた要Ҽの
ͻとつͩとࢥいます。ۚ୔ۀ޻大ֶはࡢ೥の25位から大きくジϟ
ンプΞップしました。ਆށ大ֶはリゾートホテルとܖ໿してۀࣄల
開するとい͏ものでした。
ɹͣͤظして、�チームۀࣄ、ڞల開する৔所がサーキットではな
く、大ܕスーパーのற車৔、ڭश所、リゾートホテルといったこれ
までϞータースϙーツとはؔ܎のなかったよ͏な৔所をબΜでいま
す。ルールをಡΉとチームが設計する車両はΞϚチュΞのि຤レー
スࢢ৔の要ٻにϚッチするものとهड़されています。しかしながら、
そこで使わなけれ͹ならないとはॻかれていまͤΜ。したがって、
上ड़のྫࣄのよ͏にサーキット以֎の৔所で૸らͤることはඞͣし
も間ҧいではありまͤΜ。ルールに߹கした内༰とすることはもͪ

ΖΜඞ要なことです。Ұ方で、
そのルールの制໿ൣғをよくཧ
ղし、͏まくར用することでϢ
χークなΞイディΞが૑出でき
ることを上هのྫࣄではࣔして
いるとࢥいます。
ɹֶ生フォーミュラのプレθン
テーションの໨的は、୯なる車
両のઆ໌ではなく、Ϗジωスと
しての૬手にプレθンターのߟ
えを֬৴さͤ、Ξクションをىこさͤることです。そのためには、
ルールをཧղし、そしてルールを͏まくར用することで、૬手にʮそ
͏དྷたかʯと͏ならͤるよ͏な৽しいΞイディΞをぶつけることも
ඞ要かとࢥいます。たͩし、そのΞイディΞが੒ޭにಋけることを
わかり΍すくઆ໌することも๨れͣにおئいいたします。
ɹ最ޙになりますが、དྷ೥もまた৽しいΞイディΞをたくさΜ੝り
にձえること࢟気なݩに௅ઓするօさΜの׶Μͩ車両作りにՌࠐ
をָしΈにしています。

第15回大会EV審査を振り返って

৹ࠪߨධᶈ EV審査 ●EV審査リーダー 椛澤 明（本田技研工業）

ɹୈ15回大ձは&Vにとって転׵点ともいえる΂き大ձになったと
ه୆数をߦのエントリー数とエンデュランス૸ߴ最ڈいます。過ࢥ
࿥し、さらに動的৹ࠪ（Ξクηラレーション）におけるトップの֫ಘ
（5POHKJ�&V）、૯߹4位の֫ಘ（໊ݹ԰大ֶ&V）など、前回か
ら大きくඈ༂した結Ռがಘられました。
ɹこれらは஍ಓな౒力を続けてきたチームٴͼӡӦ側૒方の౒力
の結থとݴえるでしΐ͏ 。しかしこれも೔ຊ大ձにおけるൺֱであ
り、Ԥถの大ձとൺֱするとະͩࠩがあるのがݱঢ়です。
ɹྫえ͹ࠓ೥のΞクηラレーションで1位を֫ಘした5POHKJ大ֶの
&Vは、ドイツ大ձで上位の੒੷をऩめている車両のトレンドにԊっ
た車両パッέージ（C'31Ϟϊコックʴ4輪インホイールϞーター
（*8.））です。ܰ量な車ମ構੒に対し電動パワートレインのトル
クを100パーηント使い੾るための4輪*8.とい͏構੒はඇৗに
ཧにかなっており、また車両ӡ動制ޚ（いわΏるトルクベクタリン
ά）の؍点からも可ೳ性を࣋った૊Έ߹わͤです。たͩし、ಉ時

にࡏݱの՝୊でもあるシステム
的৴པ性の໰୊΍೔ຊ੡コン
ϙーωントのೖ手性については、
さらに೉қ度が上がることもࣄ
࣮です。それでもこのߴいϋー
ドルをӽえなけれ͹ੈքҰがݟ
えてこないのはࣗ໌であり、ࠓ
えߟも໨ඪとす΂きであるとޙ
ます。ɹ
ɹ以上より೔ຊのࣗ動車ۀ࢈
քにおける&Vपลٕज़のকདྷをߟえた時に、チームٴͼӡӦ側
૒方のܧ続的な౒力をするඞ要があるとい͏ことをڧく͡ײさͤら
れたୈ15回大ձでした。ޙࠓ、೔ຊのフォーミュラ4"&と&Vٕज़
がੈքҰとݴわれる೔がདྷることをເݟつつ、バトンを࣍΁౉した
いとࢥいます。
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「アジアチームのさらなる台頭、EV新時代」

৹ࠪߨධᶉ デザイン審査 ●デザインイベント統括リーダー 長谷川 淳一（τϤλ自動車�動తੑೳ技ज़։ൃࣨ）

ɹࠓ೥のデβインイベントでのトピックスは2つ。ͻとつは大
ձ࢙上ॳめてΞジΞチームがデβインファイナルにೖったこと。
2つ໨は&Vもॳめてファイナルに࢒ったことです。
ɹࡢ೥大ձのデβインレϏューを֮えていますか。ΞジΞチー
ムの୆಄が໨֮しいとॻきましたが、まさかそのわͣか1೥ޙ
にデβインファイナルに࢒るまでになるとはࢥっていまͤΜで
した。
ɹデβインイベントはߟࢥのٕڝです。レーシンάカーの設計
とい͏౴えのないߦҝにおいて、あらΏるഎ൓をྀߟしながら
໨ඪ性ೳをୡ੒するための手ஈをߟえ、検ূし、੡作していく
過ఔをධՁするのがデβインイベントです。もͪΖΜその結Ռ
としての車両ࣗ਎もධՁしますが、ಛに前ऀにॏきをおいてい
ます。これらは全て'4"&�3VMFs΍*mQPSUBOU�DPcVmFOUsを
ख़ಡすれ͹その৺がཧղできるはͣです。数೥前はߟࢥなしに
ԤभҰ流車のコピーを໛ࡧしていたϋルピン大ֶが、ついにࣗ
らがߟえてクルϚを開ൃするよ͏になった。これは೔ຊ大ձ΁
のࢀՃを௨してڧくֶ΅͏としてきた൴らのऔ૊Έ࢟੎の結Ռ
であり、৆ࢍに値します。࣮ࡍ、ΞジΞチームのいくつかのデ
βインレϙートは、ࡢ೥のデβインレϏュー（೔ຊޠしかない）
をಡΜͩのではʁ�とࢥえる内༰となっていました。
ɹ໊ݹ԰大ֶは*CV時୅には૯߹༏উݧܦもあるデβインイベ
ント上位ৗ連のチームであり、&Vとなったࠓ大ձでも༏れた
デβインプロηスを࣮ફしていました。その結Ռ、&Vॳ௅ઓ
にもかかわらͣ動的৹ࠪも޷੒੷で૯߹でも上位にೖったのは、
正しいデβインプロηスが全ての੒Ռにܨがることのূ໌です。
ɹژ౎大ֶは多ذに౉る߲໨をඇৗに໌շなVࣈプロηスのݩ
に開ൃしており、シームレスドάミッションとい͏ֵ৽的な৽
デバイスもߟҊしてきた点がධՁされデβイン1位となりまし
た。しかし࣮ࡍにはそのデバイスは車両౥ࡌされていなかった
ため、その෼のՃ点をなしとしてスコΞは1�5点止まりとなり
ました。
ɹ以上がファイナリストに対するߨධですが、4位以下もスコ
Ξは೑ബしており、110点以上のチームはどこがファイナルに
います。ಛに૯߹ೋ連೼したࢥってもいいレベルであったと࢒
ણҡ大ֶは、ྫ೥はデβインイベントに対するऔり૊ܳ޻౎ژ
Έが上手ではなくスコΞはத位レベルでしたが、ࠓ೥は検ূデ
ータの४備΍આ໌һの対Ԡにૉ੖らしくೖ೦な४備が͡ײられ
ました。これは、なͥࣗ෼たͪのデβインスコΞが৳ͼないの
か೰Μでいたのを過ڈのレϏューをಡΈฦすなどして、デβイ
ン৹ࠪではԿがٻめられているかを࠶度ཧղし直し、औ૊Έ࢟
੎を大きくมえてきたのがഎܠにあるとฉいています。こ͏い
͏ᩦཉな࢟੎が大੾なのです。たͩしも͏গし車両の出དྷӫえ

のඒしさにも気を使ってཉし
いものです。
ɹさて、ࠓ೥のデβインؔ連
における৽たなऔ૊Έとして
フリートークの೔にಛผηッ
ションのۭ力࠲ߨを࣮ࢪ、ಛ
ผ৆としてエルΰϊミクス৆
を৽設しました。ۭ力࠲ߨは
ࢿの࠲ߨサϙート࢈೥の೔ࡢ
料をベースにしているものの、
エΞロಛผ৹ࠪһの੺ࡔさΜがࠓ大ձの最ॳの�೔間でूめた
データもղੳした最৽の৘ใとしてくれました。
ɹエルΰϊミクス৆は、かͶてより࣮車৹ࠪ時に車両に৐りࠐ
ΜでΈるとӡ転࢟੎がऔりにくかったりૢ作系がॏかったりと
ਓ間ֶ޻的なレベルΞップがඞ要であると͡ײていたボディྖ
ҬジϟッジのӨࢁさΜが、چ知の知り߹いであるブリッドߴ੉
ࣾ௕に৆యを要๬して࣮ݱしたものです。このಛผ৆の৽設は
ૣい時ظにΞナウンスしたため、車両開ൃにおいてもॏ点的に
検౼したとΞピールするチームがݱれ、զʑのҙਤがཧղされ
て͏れしい限りです。ଞにもベストࡾ面ਤ৆はબ抜するのがࠔ
೉な΄どに೑ബしており、数೥前からのਤ面レベルΞップの໨
的৆としての໾ׂをՌたしました。ࡢ೥より設定したコンϙジ
ット৆もෳ߹材の有ޮなར用に࣮֬にݙߩしています。
ɹデβインジϟッジによってબ抜されるそのଞのಛผ৆の詳細
レϏューについてもޙड़しておきます。それらをݟれ͹わかる
よ͏に、デβインスタッフはチームٴͼ大ձそのもののレベル
を上͛ることをߦ動規ൣとしています。໨ඪはʮ೔ຊ大ձでউ
つことがੈքҰのূʯとݴわれるͩけの大ձ૑りです。



2017 Student Formula Japan

৹ ࠪ ߨ ධ

21

ɹϕετίϯϙδοτ৆͸ɺϞϊίοΫʹ$'31Λద༻͍ͯ͠ΔνʔϜΛର৅ͱͯ͠ɺ6%（Ұํ޲）ࡐద༻ɺߏ଄෦඼ద༻（ϞϊίοΫҎ֎）ɺ
݁߹߶ੑ഑ྀɺక݁෦ͷؕ຅഑ྀɺੵۃతͳ઀ணద༻ɺ֎؍඼࣭ɺղੳద༻ɺ1-:#00,（ੵ૚༷࢓ॻ）࡞੒ʹ͍ͭͯՃ఺ධՁͨ͠ɻ
ɹ৆Λ֫ಘͨ͠,JOH�.POHLVU�T�6OJWFSTJUZ�PG�5FDIOPMPHZ�5IPOCVSJ͸ϞϊίοΫॳ࠾༻ʹ΋ؔΘΒͣɺશൠతʹྑ͘ݕ౼͞Ε্͕࢓Γ΋ඒ͘͠ɺ
఺ͱͯ͠͸ɺ๛࣍௅ઓͯ͠΋Β͍͍ͨɻɹ࠶͍ߦΛࡦճ͸ɺ本େձͰ՝୊ͱͳͬͨ$'31ϗΠʔϧͷϦʔΫର࣍ཁ݅Λશͯຬ͍ͨͯͨ͠ɻه্
ΒΕΔɻ͛ڍ͕ߍ�౎େֶͷژ技ज़Պֶେֶͱڮ
ɹ๛ڮ技ज़Պֶେֶ͸ɺࡢ೥ͷ՝୊Ͱ͋ͬͨαεΞʔϜԜತͷվળɺϞϊίοΫόοΫ໘ͷඒ͠͞ʹ΋഑ྀͨ͠੡͕࡞ͳ͞Εɺ্͕࢓Γ΋ඒ͠
͔͕ͬͨɺ6%ࡐద༻ͰՃ఺͕ٴ͹ͳ͔ͬͨɻ
ɹژ౎େֶ͸ɺࡐܕྉͷಛੑʹԠͨ͡ܕ଱ੑٱઃܭɺڧ౓߶ੑɺ֎؍඼࣭ʹ΋ੵྀͨ͠ߟ૚͕ͳ͞Εɺ্͕࢓Γ΋ඇৗʹඒ͔͕ͬͨ͠ɺ6%ࡐ
ద༻ɺߏ଄෦඼ద༻（ϞϊίοΫҎ֎）ͰՃ఺͕ٴ͹ͳ͔ͬͨɻ
ɹ$'31෦඼ઃܭʹ͸ݕ౼͕ඞཁͳύϥϝʔλʔ͕ඇৗʹଟ͍ɻ·ͨɺ੡଄ʹ͓͍ͯ΋ଟ͘ͷ工ఔɺख࡞業͕ඞཁͰ͋Δɻ͔ͩΒͦ͜खؒΛ੯
͠·ͣɺ৘ใڞ༗ɺ技ज़఻ঝΛॆ෼ʹ͍ߦɺൃੜͨ͠՝୊Λͻͱͭͻͱͭղܾͯ͠ɺ技ज़ɺ඼্࣭޲Λ໨ͯ͠ࢦ௖͖͍ͨɻ

高石 新
（౦3ژ�%ίϯϙδοτ工業）

ίϯϙδοτϑϩʔςΟϯάδϟοδ

ベストコンポジット賞

ɹࡢ೥ͷϨϏϡʔͰ΋͓఻͑ͨ͠ͱ͓Γɺϕετࡾ໘ਤ৆બఆʹ͋ͨͬͯॏ͍ͯ͠ࢹΔͷ͸ɺҎԼͷ�఺Ͱ͢ɻ
①図面の体裁が整っていること
②全てのコンポーネントのレイアウトと、ドライバーの姿勢を確認できること
③読み手にわかりやすいよう、表現が工夫されていること
ɹࠓ೥΋ल࡞ଗ͍Ͱɺᶃͱᶄ͸ଟ͘ͷνʔϜ͕͍ߴϨϕϧͰ࣮ݱͰ͖͓ͯΓɺબఆʹ͸ඇৗʹྀۤ͠·ͨ͠ɻ࠷༏ल৆ͷ໊৓େֶ͸ɺઢछͷ
ϨΠΞ΢τ͕ཧղ͠΍͍͢͜ͱΛධՁ͠·ͨ͠ɻͯ͠ݟ෼͚Λಛʹ工෉͓ͯ͠ΓɺҰ͍࢖
ɹ࣍఺ީิ͸ଟ͋͘Γ·͕ͨ͠ɺͦͷதͰ�νʔϜ（େࡕେֶɺ౦ژཧՊେֶɺࣳӜ工業େֶ）ʹ͍ͭͯ͸ɺଞνʔϜͱ͸ҧͬͨ工෉͕ݟΒΕ
ͨͨΊɺऔΓࣔ͠ܝͯ͛ڍ·ͨ͠ɻͦΕͧΕͷண໨఺ʹ͍ͭͯ͸ͨࣔ͠ܝதʹ͠ࡌه·ͨ͠ͷͰɺ͜͜Ͱ͸ׂѪ͠·͢ɻ
ɹ本৆͸ʠࡾ໘ਤͷਤ໘ͱͯ͠ͷϨϕϧΛ্͛Δ͜ͱʡΛ໨తʹɺ౦ࢍ͝ʹ༷%�3ژಉ͍͍ͨͩͯઃཱ͞Ε·͕ͨ͠ɺͦͷ఺ʹ͍ͭͯ͸Ұఆͷ
੒ՌΛಘΒΕͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ࣍೥౓͔Β͸গ͠ܗΛม͑ͨ৆ʹ͢Δ͜ͱΛݕ౼͍ͯ͠·͢ͷͰɺָ͠Έʹ͍͍ͯͯͩ͘͠͞ɻ

鈴木 弘道
（ը෦ܭձࣾ�ύοέʔδϯάࣜגඛ自動車工業ࡾ）

ϘσΟηクγϣϯδϟοδ

ベスト三面図賞

ɹϕετΤΞϩ৆͸ɺΦʔτΫϩε׬૸ߍΛର৅ͱͯ͠ʮΤΞϩ໨ඪઃఆͷํ͑ߟʯɺʮ$'%ͷํ͍࢖ɺਫ਼౓ূݕͷऔΓ૊Έʯɺʮ車྆·ΘΓྲྀΕͷ
૝ʯɺʮ֤෦ΞΠςϜͷ工෉ʯʹ͍ͭͯධՁ͠·ͨ͠ɻࢥ
ɹҵ৓େֶΛϕετΤΞϩ৆ʹબग़ͨ͠ཧ༝͸ɺΤΞϩσόΠε౥ࡌʹΑΔಘࣦΛϥοϓλΠϜʹର͢Δײ౓ͰධՁ͠ɺΤΞϩ౥ࡌͷ࠾൱ٴͼμ
΢ϯϑΥʔε໨ඪɾ࣭ྔ໨ඪΛܾΊ͍ͯΔ͜ͱɻ·ͨɺϑϩϯτ΢Πϯά͔ΒϦϠ΢Πϯά·Ͱͷ車྆શମͷ෩ͷྲྀΕΛͨ͑ߟΤΞϩઃ͕ܭͰ͖ͯ
͍ͨ͜ͱɻ࠷΋ස౓ͷଟ͍૸ߦγʔϯͰ͋Δટճ࣌ͷྲྀΕΛ໛ٖͨ͠$'%Λ࣮͠ࢪɺͦͷ݁ՌΛड͚ͯཌྷ୺൘ͷܗঢ়มߋͳͲଟذʹΘͨͬͯΤΞ
ϩͷվળݕ౼Λ͍ͯ͠Δ఺ΛධՁ͠·ͨ͠ɻՃ͑ͯ$'%ͷਫ਼౓ূݕΛ͍ߦɺਫ਼౓Λྀͨ͠ߟ$'%ͷ͕ํ͍࢖Ͱ͖͍ͯͨ఺΋ධՁͰ͖·͢ɻ
ɹ࣍఺ͱͯ͠͸ɺ)35ٴͼ໊ݹ԰େֶ͕͛ڍΒΕ·͢ɻ྆ߍͱ΋ʹΤΞϩ໨ඪͷܾΊํ͔Β࣮ݧɾ$'%ͰͷੑೳධՁ·Ͱ͍ͯͶ͍ʹ࣮ࢪɾݕ౼
Ͱ͖͍ͯ·͕ͨ͠ɺ͜ͷΑ͏ͳऔΓ૊Έ͕σβΠϯϨϙʔτʹॆ෼͞ࡌهΕ͍ͯͳ͍఺͸࢒೦Ͱͨ͠ɻ͔͠͠ͳ͕Βɺ)35ͷΤΞϩσόΠεͷ࢓
্͛ͷඒ͠͞ɾ࣭ײͷ͞ߴ͸ධՁʹ஋͠·͢ɻઃܗͨ͠ܭঢ়Λਖ਼֬ʹݱ࠶Ͱ͖Δ੡࡞技ज़ͳ͠ʹੑೳ͸ൃشͰ͖·ͤΜ͠ɺϨʔγϯάΧʔͱ͍͏
঎඼（ചΓ෺）Λ։ൃ͍ͯ͠ΔͷͰ͔͢Βɺ্͛࢓ͷඒ͠͞ʹ΋ͩ͜ΘΔνʔϜ͕૿͑Δ͜ͱΛظ଴͠·͢ɻ

赤坂 啓
（日産自動車�ۭྲྀؾ$"&άϧʔϓ）

ΤΞϩμΠφϛクスϑϩʔςΟϯάδϟοδ

ベストエアロ賞

デザイン審査【個別講評】①
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ΤϧΰϊϛΫε৆ͷબఆʹ͋ͨͬͯ͸ɺ·ͣɺ
●操作しやすい姿勢がとれる
●操作系の配置が自然
●操作を邪魔するものが無い
ͦͷ্Ͱ
●運転しやすい視界が確保されている
●適度なホールド感がある
͜ΕΒ͕ઃྀ͞ߟʹ࣌ܭΕ͍ͯΔ͔ɺ車྆Ͱ࣮͞ݱΕ͍ͯΔ͔ɻ
ͦͯ͠ग़དྷ্͕Γͷඒ͠͞Λซͤͯબߟͷج४ͱ͠·ͨ͠ɻ
ɹ本৆͸γʔτϝʔΧʔͰ͋ΔϒϦου༷ͷࢍڠʹΑͬͯઃཱ͞
ΕͨͷͰɺओ؟͸υϥΠϏϯάϙδγϣϯ͔Β࢝·Γ·͕ͨ͠ɺ
●シフト、ペダル、ステアリングなど操作系がコントロールしやすい
●滑らかに動かせる～自然な形状・軌跡
●操作力やストローク量に統一感がある
●他の操作系とのバランス～異系統操作の繋がりやすさ
●操作後の姿勢変化
●操作をしても姿勢が崩れない～長時間乗っても姿勢が崩れない
౳ɺ࣮ࡍʹ૸Βͤͳ͚Ε͹Θ͔Βͳ͍߲໨΋ซͤͯݕ౼ͯ͠ཉ͠
͍ͱ͍͏͔͍ئΒʮΤϧΰϊϛΫε৆ʯͱগ͠޿Ίͷ৆ͱ͠·ͨ͠ɻ
৆ͷ৽ઃ௚ޙʹൃද͔ͨ͠Β͔ɺσβΠϯϨϙʔτΛಡΜͰ΋৆
Λҙࣝͯ͠ʮૂ͍ͬͯΔʯνʔϜ͕ଟ਺ݟΒΕͨͷ͸ت͹͍͠܏
Ͱͨ͠ɻ޲
ɹج४͸ͨ͛ܝ΋ͷͷɺେձதͷݶΒΕͨ৹ࠪؒ࣌ͷதͰެฏʹ
৹ࠪ͢Δͷ͸େมͰͨ͠ɻࠓճ৹ࠪʹೖΔલʹυϥΠόʔ͕৐ͬ

影山 邦衛
（ϘϥϯςΟΞɹݩϨʔγϯάΧʔΤϯδχΞ）

ϘσΟηクγϣϯδϟοδ

エルゴノミクス賞

ͨঢ়ଶͰͷࣸਅΛͨͬࡱͷ΋બߟͷࢿྉͱͯͨ͠͏࢖ΊͰ͢ɻ
ɹࠓճબ͹Εͨͷ͸ҎԼͷେֶͰ͢ɻ

1位：23 京都大学
2位：E4 Harbin Institute of Technology at Weihai EV
3位：17 Tongji University
͜ΕΒ�νʔϜ͸ͦΕͧΕͷ߲໨Λ͍ߴϨϕϧͰ࣮͍ͯ͠ݱ·ͨ͠ɻ
·ͨɺ
43 Harbin Institute of Technology at Weihai
E10 Tongji University
ͷ�νʔϜ͸ɺϞϊͷग़དྷ্͕Γͷྑ͞͸ͦΕͧΕಉֶ͡ߍͷνʔ
Ϝͱͯ͠ಉ౳Ͱ͕ͨ͠Ϩϙʔτͷ಺༰ʹ͕ࠩ͋Γ·ͨ͠ɻ

29 上智大学
12 大阪大学
E01 一関工業高等専門学校/岩手大学/岩手県立大学 EV
͸ɺϨϙʔτ΍ج本తͳυϥΠϏϯάϙδγϣϯ͸ྑ͔ͬͨͷͰɺ
͞Βʹͨݟ໨΍γʔτͷ্͕࢓Γ͕ྑ͚Ε͹બ͞ߟΕͨՄೳੑ͕
͋Γ·͢ɻ
ɹεϙϯαʔ༷͔Β͸࣍େձͰ΋ܧଓͷ͝ҙ޲Λ͍ͯͬ࢕·͢ɻ
དྷ೥͸৆ͷํߦ͸͞ΒʹܹઓʹͳΓͦ͏Ͱ͕͢ɺʮΤϧΰϊϛΫε৆ʯ
ʹؔΘΔ߲໨͸σβΠϯͷΈͳΒͣ動తڝ技ͷ੒੷ʹ΋Ө͕͋ڹ
Δ͸ͣͰ͢ɻΑΓྑ͍ӡసڥ؀ͷ࣮ؤ͚ͯ޲ʹݱு͍ͬͯͩ͘͞ɻ

ɹ本೥΋αεϖϯγϣϯʹ͍ͭͯɺ
　　「V字開発をいかに高いレベルで行っているか」
　　「構成部品の重量、製作精度、外観品質」
　　「大会スキッドパッド、オートクロスの車両挙動・タイム」
Λ૯߹తʹධՁͯ͠ड৆ߍͷܾఆΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

ɹड৆ߍ͸ɺ車྆ίϯηϓτɾ໨ඪͷ࣮ݱʹαεϖϯγϣϯઃܭ
Λ௨ͯ͠ख़͠ߟɺ࣮車ɾ࣮෺ͷূݕͱద߹Λ࣮֬ʹ͍ߴͯͬߦӡ
動ੑೳΛ֫ಘͰ͖͍ͯ·ͨ͠ɻ

■受賞校のサスペンション開発において評価された点
1位：芝浦工業大学
ɹ͑ߟൈ͍ͨ車྆ίϯηϓτΛ࣮車ʹ࣮ͯ͠ݱɺڝ技ʹ͓͍ͯ༏
लͳ੒੷ΛऩΊͨ఺ΛධՁ͠·ͨ͠ɻ

塚本 将弘
（τϤλ自動車γϟγʔઌߦ։ൃ෦）

σβΠϯδϟοδγϟγʔηクγϣϯϦʔμʔ

ベストサスペンション賞

ɹʮܰྔɾߴ߶ੑɾେग़ྗɾେμ΢ϯϑΥʔεΛ࣠ͱͨ͠ඇৗʹখ
車͍྆ͯͮجʹڌ車྆૾Λఆྔత͍ࠜͨ͠ࢦͳ車྆ʯͱ͍͏໨ܕ
ੇ๏ɾੑ׳ॾݩͷ໨ඪʹམͱ͠ࠐΊ͍ͯ·ͨ͠ɻઃఆ͞Εͨ໨ඪ
஋͸͍ߴ΋ͷͰ͕ͨ͠ɺ࣮ࡍͷ車྆Ͱୡ੒͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖͍ͯ·
ͨ͠ɻྫͱͯ͠車྆ॏྔʹ͓͍ͯ͸ɺ車྆ίϯηϓτ͔Βܾఆ͠
౵���DDɺ'ɾ3΢Πϯά༗Γɺ��ΠϯνϗΠʔϧɺενʔؾ�ͨ
ϧϑϨʔϜ࠾༻車྆Ͱ͋Γͳ͕Βɺେձ࣮車ଌఆʹͯ�����LHͱ
ܰྔͳ車྆Λ࣮ݱͰ͖͍ͯ·ͨ͠ɻ
ɹ'ɾ3ͷγϣοΫΞϒιʔόʔ഑ஔɺΞϯνϩʔϧόʔ༗ແ౳΋
車྆ίϯηϓτʹԊͬͯద੾ͳબఆ͕ͳ͞Ε͓ͯΓɺαεϖϯγ
ϣϯΞʔϜ΍ϕϧΫϥϯΫͷϑϨʔϜ΁ͷऔ෇Ґஔ΍ߏ଄΋ܰྔ
ɾߴ߶ੑͷཱ྆ʹख़ͨ͠ߟઃ͕ܭͳ͞Ε͍ͯ·ͨ͠ɻαεϖϯγ
ϣϯ෦඼ܗঢ়ɺ੡࡞ਫ਼౓ɺٴͼ֎؍඼࣭ʹ͓͍ͯ΋͍ߴϨϕϧʹ
͋Γ·ͨ͠ɻ

デザイン審査【個別講評】②
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ɹ車྆ͷධՁɾূݕͰ͸ʮධՁద߹͢Δ߲໨ΛߜΔʯʮධՁʹ৫ࠐ
Ή෦඼ͱ車྆ॾݩͷมԽͷ͙͕ؔ͢܎ʹΘ͔ΔάϥϑΛ࡞੒͢Δʯ
ͳͲɺ自෼ͨͪͷ͑ߦΔධՁؒ࣌Ͱ࠷େݶͷޮՌΛग़͢工෉Λ͍ߦɺ
εϜʔζʹ૸ΒͤΔ͜ͱ͕೉͍͠εϓʔϧߏ଄ͰͷϦϠۦ動Ͱ͋
Γͳ͕ΒɺεΩουύουɾपճ૸ڝߦ技Ͱ༏लͳ੒੷ΛऩΊΒ
ΕΔ車྆ʹ্͛࢓Δ͜ͱ͕Ͱ͖͍ͯ·ͨ͠ɻ

2位：京都工芸繊維大学
ɹ車྆ӡ動ղੳʹΑΓ車྆ॾݩͷ࠷దͳ஋Λݕ౼͠ɺ࣮車Ͱূݕ
͢Δ͜ͱʹΑΓ͍ߴӡ動ੑೳΛ֫ಘͨ͠車྆Λ׬੒ͤ͞Δ͜ͱ͕
Ͱ͖͍ͯͨ఺ΛධՁ͠·ͨ͠ɻ
ɹՙॏ�ίʔφϦϯάϑΥʔε౳ͷλΠϠಛੑΛϕϧτػݧࢼσʔ
λͷ࢖༻͚ͩͰͳ͘ɺ࣮車૸ߦʹͯଌఆ͠車྆ӡ動ղੳʹ৫Γࠐ
Ή͜ͱͰɺϗΠʔϧϕʔεɾτϨου౳ͷ車྆ॾݩ΍࠷దͳϩʔ
ϧ߶ੑͷલޙ഑෼౳Λਫ਼౓ྑ͘ݕ౼Ͱ͖͍ͯ·ͨ͠ɻࡢ೥౓͋ͱ
Ұาٴ͹ͳ͔ͬͨ఺Ͱ͋ΔαεϖϯγϣϯγεςϜɺ෦඼΁ͷఆ
ྔ໨ඪͷઃఆͱূݕ΋͔ͬ͠ΓͱͰ͖͍ͯ·ͨ͠ɻ
ɹσβΠϯ৹ࠪʹ͓͍ͯ৹ࠪһͷ࣭ٙʹରͯ͠ɺ࣮車ධՁͷόο
ΫσʔλΛࣔͯ͠ճ౴͕Ͱ͖͍ͯ·ͨ͠ɻ
ɹϑϨʔϜɾαεϖϯγϣϯ߶ੑɺ車྆ηοςΟϯά͕͍ߴϨϕ
ϧͰ·ͱ·͓ͬͯΓɺपճ૸ڝߦ技ʹͯૉ௚ͳճ಄ੑΛͪ࣋ͳ͕
Β҆ఆͨ͠ૉ੖Β͍͠૸Γ͕ݟΒΕ·ͨ͠ɻσβΠϯϨϙʔτͰ
໨ඪΛୡ੒Ͱ͖͍ͯ·ͨ͠ɻ͍ߴϥοϓλΠϜͷͨ͛ܝ

3位：上智大学
ɹ෦඼ͷڧ౓ɾ߶ੑʹ഑ྀ͠ͳ͕ΒܰྔͳαεϖϯγϣϯΛ࣮ݱ
Ͱ͖͍ͯͨ఺ɺٴͼ車྆ධՁɾద߹ʹ͓͍ͯఆྔతͳ໨ඪΛઃఆ͠ɺ
ηοτΞοϓΛ͜͏ߦͱͰ࣮֬ʹ଎͞ʹ݁ͼ෇͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͯ
͍ͨ఺ΛධՁ͠·ͨ͠ɻ
ɹڧ౓ɾ࣭ྔΛ֤ͯ͑ߟ෦඼ʹద੾ͳࡐྉΛબఆ͠ɺγϛϡϨʔ
γϣϯΛ׆༻ͯ͠߶ੑΛ୲อͭͭܰ͠ྔͳઃܭΛ͜͏ߦͱͰ車྆
ͷॏྔ໨ඪΛୡ੒Ͱ͖͍ͯ·ͨ͠ɻେձ࣮車ଌఆͰ���LHͰ͋Γɺ

デザイン審査【個別講評】③

ඇৗʹܰྔͳ車྆Λ࣮ݱͰ͖͍ͯ·ͨ͠ɻ
ɹ車྆ద߹ʹ͓͍ͯ͸ൃੜ(ɾϤʔϨʔτ౳Λपճ૸ߦશମʹ౉
ΓγϛϡϨʔγϣϯͯ͠車྆ڍ動ͷ໨ඪ஋Λઃఆ͠ɺͦͷ໨ඪͱ
࣮車૸ߦͷଌఆ஋ͷࠩΛখ͘͢͞ΔΑ͏ʹ࣮車ద߹ΛਐΊΔ͜ͱͰɺ
࣮֬ʹλΠϜΞοϓΛ໨͜͢ࢦͱ͕Ͱ͖͍ͯ·ͨ͠ɻ
ɹ࣍఺ʹ͸໊ݹ԰工業େֶɺ໊ݹ԰େֶ&7͕֘౰͠·ͨ͠ɻ

名古屋工業大学
ɹεΩουύουɾपճ૸ڝߦ技ʹ͍ͯߴӡ動ੑೳΛࣔ͢車྆Λ
։ൃͰ͖͍ͯ·ͨ͠ɻ͋ͱҰาٴ͹ͳ͔ͬͨ఺͸ɺຖ೥ϨϕϧΞ
οϓ͢΂͖෦඼ͷܰྔԽٴͼ車྆ӡ動ੑೳͷఆྔతͳධՁɾূݕ
Ͱ͢ɻ

名古屋大学EV
ɹ車྆ӡ動ੑೳΛ͍ߴϨϕϧͰ͢࡯ߟΔͱͱ΋ʹɺ৽نσόΠε（Π
φʔλʔ）ͷ࠾༻ʹର࣮ͯ͠ଌʹΑΔޮՌূݕΛ͍ͯ͑ߦ·ͨ͠ɻ
͋ͱҰาٴ͹ͳ͔ͬͨ఺͸αεϖϯγϣϯ෦඼ͷ௿ॏ৺ɾܰྔɾ
技ͷλΠϜڝͼٴɺܭ଄ͷઃߏͳϑϨʔϜ΁ͷऔ෇Ґஔ΍ੑ߶ߴ
Ͱ͢ɻ
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1位：一関工業高等専門学校/岩手大学/岩手県立大学 EV
2位：Liaoning University of Technology EV
3位：豊橋技術科学大学

*NQMFNFOUBUJPO�PG�UIF�FMFDUSJDBM�TZTUFN�BOE�XJSJOH�IBSOFTT�JOUFSDPOOFDU�TFFO�BU�UIJT�ZFBS�T�+4'�IBT�JNQSPWFE�TJHOJpDBOUMZ�TJODF�MBTU�
ZFBS�T�FWFOU��8IFO�SFWJFXJOH�UIF�FOUSBOUT
��KVEHFT�MPPLFE�GPS�FWJEFODF�PG�B�XFMM�GPSNFE�QMBO�GPS�JOUFSDPOOFDU
�DMFBO�FYFDVUJPO�PG�UIBU�
QMBO
�BOE�PWFSBMM�QSPGFTTJPOBM� GBCSJDBUJPO�PG�B� SFMJBCMF�XJSJOH�IBSOFTT�� *O�QSPGFTTJPOBM�'��DBST
� UIF� JOUFSDPOOFDU�TZTUFN�JT�B�IJHIMZ�
FOHJOFFSFE�DPNQPOFOU
�DBQBCMF�PG�XJUITUBOEJOH�UIF�WJCSBUJPO�BOE�PUIFS�TUSFTTFT�JNQPTFE�CZ�SBDF�DPOEJUJPOT�BOE�JT�SFBEJMZ�SFQMBDFBCMF�
BT�OFFEFE��"�XFMM�EFTJHOFE�IBSOFTT�NFFUT�UIFTF�OFFET�BOE�UIJT�JT�UIF�TUBOEBSE�4'+�UFBNT�TIPVME�BJN�GPS��5IJT�ZFBS�T��TU
��OE
�BOE�
�SE�QMBDF�XJOOFST�BMM�TIPXFE�TJHOT�PG�TUSJWJOH�UPXBSE�UIJT�HPBM�BOE�BMM�UIF�EFTJHOT�IBE�BTQFDUT�UIBU�XFSF�ʠCFTU�JO�DMBTTʡ��4FMFDUJOH�B�
���EFTJHO�XBT�OPU�FBTZ�BOE�DBNF�EPXO�UP�BO�PWFSBMM�JNQSFTTJPO�PG�QSPGFTTJPOBMJTN
�QMBOOJOH
�BOE�FYFDVUJPO��8F�FYQFDU�NBLJOH�B�
TFMFDUJPO�OFYU�ZFBS�UP�CF�FWFO�NPSF�EJ⒏DVMU�BT�UFBNT�DPOUJOVF�UP�SBJTF�UIF�CBS��8FMM�EPOF�UP�BMM�UISFF�"XBSE�XJOOJOH�UFBNT�

ʢγʔϝϯスɾϝϯλʔ�ΦʔτϞʔςΟϒ Β͔ͷίϝϯτʣ

ベスト電気回路設計賞

ɹ$"&ಛผ৆Ͱ͸ࡢ೥ಉ༷ʹओʹҎԼ�ͭͷࢹ఺͔Β$"&技ज़ͷ
ϨϕϧΛධՁ͍ͯ͠·͢ɻ༺׆

①『CAE技術の原理や特徴を理解しているか？』
②『CAE技術を設計で正しく運用できているか？』
③『CAE技術により何らかのベネフィットが得られているかどうか？』

ɹࠓճબग़ͨ͠�νʔϜʹ͍ͭͯ͸ɺ͜ͷ�ͭͷࢹ఺ʹ͓͍ͯଞ
νʔϜΑΓ΋͍ߴϨϕϧʹ͋Γ·ͨ͠ɻ
ɹ�Ґͷ5POHKJ�6OJWFSTJUZʹ͍ͭͯ͸ɺϕϯν݁ݧࢼՌ౳ͷ࣮ଌ
σʔλʹ͍ͨͮجπʔϧͷଥ౰ੑূݕ΍ਫ਼౓্޲΁ͷऔΓ૊Έɺ
Δ͢༺׆෼͚౳ɺ$"&Λ͍࢖ͨ͑·ʑͷ$"&技ज़ͷಛ௃Λ౿ݸ
্ͰॏཁͳϙΠϯτΛ཈্͑ͨͰɺύϫʔτϨΠϯɺϞϊίοΫɺ
γϟγʔɺۭྗ౳෯͘޿$"&技ज़Λద༻͠ɺޮ཰ྑ͘༏Εͨઃ
Λ࣮ફͰ͖͍ͯΔ఺ΛධՁ͠·ͨ͠ɻܭ
ɹಛʹɺίϯϙδοτܥͷઃܭʹ͓͍ͯ͸ɺςετϐʔεʹΑΔ
$"&πʔϧͷূݕΛ্ͨͬߦͰɺΠϯαʔτͷ࠷దܗঢ়ઃܭ΍
౳ɺ$"&ͷϝϦ͏ߦΛܭྉͷҟํੑΛੜ͔ͨ͠ϞϊίοΫઃࡐ
οτΛॆ෼ੜ͔ͨ͠ઃ͕ܭͰ͖͍ͯ·ͨ͠ɻ
ɹ�Ґͷژ౎େֶɺ�Ґͷ໊ݹ԰େֶ&7͸ڞʹɺൢࢢιϑτͷ׆
༻͚ͩͰͳ͘ɺ؆қͳ車྆ϞσϧΛ૊Έ߹Θͤͨ自࡞ͷγϛϡϨ
ʔγϣϯڥ؀΋ઃ׆ʹܭ༻͍ͯ͠Δ఺ΛධՁ͠·ͨ͠ɻ
ɹ自࡞ͷ車྆ϞσϧΛ࡞Δʹ͸ɺ૬Ԡͷ஌ࣝ΍ཧղ͕ඞཁͱͳͬ
͖ͯ·͢ɻ·ͨɺͲΜͳݱ৅΍ॾݩΛධՁ͍ͨ͠ͷ͔ɺ໌֬Ͱͳ

井上 豪
（τϤλ自動車γϟγʔ੍ޚ։ൃ෦）

γϟγʔηクγϣϯδϟοδ

CAE特別賞

͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻͦ͏ͨ͠ཧղͷ্ʹൢࢢιϑτΛ͑࢖͹ɺݕ
౼ͷਂ͞ɾਫ਼౓΋ߴ·Δ͸ͣͰ͢ɻ
ɹژ౎େֶ͸ɺ�ྠαεϖϯγϣϯϞσϧ�車྆ϞσϧɺՃ଎γ
ϛϡϨʔγϣϯϞσϧ౳Λߏங͠ɺύοέʔδ΍ੑ׳ॾݩͷݕ౼ɺ
αεϖϯγϣϯઃܭɺτϥϯεϛογϣϯͷม଎ΪϠൺͷઃܭʹ
ੜ͔͍ͯ͠·ͨ͠ɻͲͷϞσϧ΋ൢࢢιϑτͱൺֱ͢Δͱ΍΍؆
қͳ΋ͷͰ͕͢ɺਫ਼౓ূݕΛॆ෼࣮ࢪͰ͖͍ͯΔɺγϛϡϨʔγ
ϣϯͰ༻͍Δύϥϝʔλͱ࣮ͯ͠૸ߦσʔλΛ౷ܭॲཧ͠ଥ౰ͳ
΋ͷΛ࠾༻͍ͯ͠Δɺ౳νʔϜͷχʔζʹ߹க͢Δ$"&技ज़Λ
ઃܭͰਖ਼͘͠ӡ༻Ͱ͖͍ͯΔ఺ΛධՁ͠·ͨ͠ɻ
ɹ໊ݹ԰େֶ&7͸ɺ�ྠ車྆ϞσϧɺՃ଎γϛϡϨʔγϣϯϞσ
ϧΛߏங͠ύοέʔδ΍ੑ׳ॾݩͷઃܭʹੜ͔͍ͯ͠·ͨ͠ɻ自
࡞Ͱ͖͍ͯΔ͜ͱʹՃ͑ͯɺ自༺׆ʹܭઃ͠༺׆Ϟσϧ୯ମΛ࡞
Ϟσϧͷಛੑ͕ൢࢢͷϥοϓλΠϜγϛϡϨʔγϣϯ্Ͱ͢ݱ࠶
ΔΑ͏工෉͠૊Έ߹ΘͤͯධՁΛ͏ߦ౳ɺݸʑͷ$"&技ज़ͷಛ
௃Λੜ͔ͨ͠ධՁڥ؀ΛߏஙͰ͖͍ͯΔ఺ΛධՁ͠·ͨ͠ɻ
ɹ$"&ͱ͍͏ݴ༿Λฉ͘ͱɺ਺஋࠷దԽɺେن໛਺஋ࢉܭͳͲ
खஈΛ஫໨ͯ͠͠·͍͕ͪͰ͕͢ɺίϯϐϡʔλΛ࡞ࢼͯ͠༺׆
΍࣮ػධՁΛ͠ݮ࡟ʮޮ཰ྑ͘༏Εͨʯ։ൃ΍ઃܭΛ͢Δ͜ͱ͕
本དྷͷ࢖༻໨తͰ͢ɻ։ൃ（7ࣈ）ϓϩηεʹ͓͍ͯɺͲͷϑΣ
ʔζͰɺͲͷ$"&技ज़ΛɺԿͱͲͷΑ͏ʹ૊Έ߹ΘͤΔͱޮ཰
తͳͷ͔ʁ�ͦͷͨΊʹ஫ҙ͢Δ΂͖఺͸Կ͔ʁ�֤νʔϜঢ়گʹ
దͨ͠$"&ͷਖ਼͘͠ޮՌతͳ׆༻͕ਐΉ͜ͱΛظ଴͍ͯ͠·͢ɻ

デザイン審査【個別講評】④




